
　　　　

R７ 年 3 月 10 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係・社会性

事業所名 たいよう　(児童発達支援) 支援プログラム 作成日

・少しずつ集中力を伸ばしていくために、短時間で取り組める活動や興味を引く教材を活用し、集中しやすい環境を整えていく。
・ルールを守ったり、「次は何をする？」などスケジュールを示しながら見通しを持って行動することで、自分で考えて行動する力を養っていく。
・気持ちを言葉で表現したり、イライラした時の対処法を身につけながら、感情のコントロールと自己表現力を高めていけるよう支援する。

・動物や食べ物といった名前を覚えていきながら語彙を増やし、「これは何？」などの質問に答える練習を行っていくことで簡単な指示を理解し、行動に移せるよう支援していく。
・ジェスチャーや表情を組み合わせながら言葉を伝えたり、伝わったという成功体験を増やしていくことで発話を促していく。
・お店屋さん遊びなどを通じて、会話のやりとりを学習していきながら、集団でのコミュニケーションを支援していく。

・ゲームや遊びの中で、順番やルールを守っていけるよう支援する。また、グループ活動では協調性を育み、集団行動の経験を積んでいけるよう支援していく。
・お友達と一緒に遊ぶ機会をつくり、「貸して」や「ありがとう」などのやりとりを学びながら、トラブルが起きた時は言葉で伝えたり、大人に相談する方法などを身につけていく。
・買い物体験や交流イベント、地域行事に参加していくことで社会的経験を積み、安心して人との関わりを学んでいけるよう環境を整えていく。

法人（事業所）理念
・子ども一人ひとりの個性やニーズを明確に把握し、主体性と自己肯定感を尊重する。
・成長や学びにつながる遊びを通して、達成感と満足感が得られるよう、豊かな育ちを支援する。

支援方針
・児童一人ひとりのペースや特性に応じた支援を行い、目標を達成可能な範囲で設定することで、達成感を積み重ねていきます。また、日常生活においての基本的なスキルを身につけ、集
団活動を通じて社会性を育んでいきながら、遊びの中で自然に成長し、学んでいける環境を整えていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 ・記念遠足、親子遠足、季節の行事(夏祭り、ハロウィン、クリスマス会、節分、ひな祭りなど)、お弁当を持ってお出かけ、自然遊びや体験学習等。

　　　営業時間　　　９時００分～１７時３０分
　　サービス提供　　９時３０分～１３時００分
　　　　土曜日　　　９時００分～１７時３０分

家族支援

・家庭での関わり方や対応方法などを具体的にサポートしていき、子どもの発達
に関して理解を深められるようにする。
・連絡帳や面談を通して、事業所、家庭での情報共有を図っていく。 移行支援

・指示を聞く練習や学習活動、また学校での過ごし方などを具体的に示しながら、就学に
向けた準備支援を行っていく。
・保育園や小学校、支援機関との連携を図りながら、保護者が移行に伴う不安を軽減でき
るようサポートする。

地域支援・地域連携
・地域や公共施設などと連携、協力し、交流を深めていくことで社会と繋がりな
がら成長できる環境を整えていく。

職員の質の向上

・定期的な会議や職員研修を行い、支援の成功事例や課題を共有しながら
より良い支援方法を模索していく。
・地域の研修会や研究会へと参加し、職員の学びの幅を広げる。

支　援　内　容

本
人
支
援

・手洗い、うがいの習慣化、衣類の管理や着脱の練習、トイレトレーニングなど基本的な生活習慣を支援する。
・日々の検温や連絡帳を通して睡眠状況や健康確認を行い、日中の体調変化にも注意しながら様子を観察していく。
・適度な運動と休息をバランスよく取り入れながら、疲れすぎないように配慮していく。
・発熱や嘔吐、怪我をした際の対応と記録を行い、状況に応じて保護者や医療機関と連携を図る。

・走る、跳ぶ、投げるなどの全身運動の他、音楽に合わせたリズム遊びや指先を使った感覚遊びなど、基本的な運動能力の発達を促していく。
・平均台やトランポリンを使ってバランス感覚を養い、体幹運動では姿勢や協調運動の向上を目指す。また、小麦粉粘土やスライム遊びを通し、感触の違いを楽しみながら手先の感覚を
養っていく。


